
  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年４月７日 第１号 

越えて、超えて 

 

学校長 熊谷 潤平 

別れの3月を越えたら、出会いの４月がすてきな花を咲かせて待っていてくれました。 
別れの３月。去る１６日には、これ以上ないほど晴れ上がった青空の下、校庭に全校児
童が集まり、６年生とのお別れ式を行いました。在校生代表から贈られた感謝の言葉から
は、先輩への尊敬・憧れがひしひしと伝わってきました。一方、６年生代表児童もさすが
で、それぞれの学年のすてきだった姿と次年度への期待・応援が、温かな言葉で語られま
した。とりわけ４,５,６年生代表は、それぞれ「原稿なしでの語り」を披露し、その準備と

心意気には感激しました。翌日行われた卒業証書授与式においては、６年生の一挙一動、
返事、門出の言葉、合唱、すべてが健気で凜々しく、涙なしでは居られませんでした。旅
立ちを見送る５年生も本当に立派で、お見事でした。今年度、みんなに憧れられる「最高
学年」を、安心して任せることができます。 
出会いの４月。新しく１０余名の職員を迎えることとなりました。そして今日、始業
式・入学式。初々しく、かわいい新入生４３名が加わり、今年度は全校児童３４５名での
出発となります。 
さて、コロナ禍に入ってこの４年間、学校は様々な困難を越えてきました。臨時休業、
緊急事態宣言、分散登校、第８波まで至った感染者数増の波…。これに伴い、実は本校は
「不都合な現実」が突き付けられることとなりました。 

学校が楽しい 楽しい・まあまあ楽しい 授業が分かる 分かる・まあまあ分かる 全校児童数 

R1 63％・29％ R1 72％・23％ 418人 

R4 46％・37％ R4 54％・36％ 382人 

令和元年以来、数値は低下傾向にあります。実に悔しい現実です。先日は教育委員会か
ら、授業研究の姿勢や様々な改革が評価され、「優秀チーム賞」と「ONE TEAM賞教育長
賞」を頂いただけに、受賞と相反するようなこの結果は、悔しさをなお大きくします。 
いや…なんのこれから、この結果を、みんなの知恵と工夫と努力で改善していこうじゃ
ないか。そして、「コロナ前」を超えていこうじゃないか。えだわん自慢の子どもたち、職

員、保護者、地域、みんなの力が合わされば、「かつての姿」を超え、さらに「楽しさがい
っぱいの学校」「分かった、できたがいっぱいの学校」にすることができると信じます。き
っとできる。 
令和５年度「感謝・感動 しなやか」荏田東第一小学校、今年度も様々な困難・波を越

え、過去を超える一年にすべく、いざ、発進です。どうぞよろしくお願いいたします。 
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